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フランスのルセル ・ユ クラフ社で開発された新しいマクロライ ド系抗生物質であるRU 28965は,

エ リスロマイシンとほぼ同等な抗菌力を発揮するうえ,吸 収が良好で血中濃度半減期が長い経口抗生

物質である。当教室において,本 剤の基礎的,臨 床的検討を行い,次 の結論を得た。

1.抗 菌力:外 科病巣から分離 されたS. aureus 10株 について,本 剤の抗菌力を測定し,対 照薬エ

リスロマイシン(EM),ジ ョサマイシン(JM)お よびりンコマイシン(LCM)と 比較検討した。S. aureus

に対するRU 28965の 抗菌力はJMお よびLCMと ほぼ同等のMICを 示 し,EMよ り約4倍 不良の MIC

を示 した。

2.臨 床使用成績: RU 28965が 投与 された皮膚および軟部組織感染症9例 を解析 し,そ の臨床効

果と安全性などについて検討 した。疾患の内訳は〓3例,感 染性粉瘤3例,療 疽1例,蜂 巣炎1例,

皮下膿瘍1例 であ り,臨 床効果は著効5例,有 効3例,や や有効1例 で,全 体としての有効率は

88.9%で あった。

細菌学的検査ではS. aureusが5株,Staphylococcus spp. 2株,S. marcesces, E.lentumが 各1株 分

離 され,嫌 気性菌はP. asaccharolyticus 1株 が分離された。細菌学的効果は全例消失で,消 失率は

100%で あった。自他覚的副作用として,一 過性の軽度下痢を1例 に認めた。

RU28965は erythromycin Aの9位 のケ トンを meth-

oxyethoxymethyloximeで 置換 した半合成マクロライ ド

系抗生物質である。その化学構造式はFig.1に 示 した。

本剤の抗菌スペク トラムはEMと 同様であり,抗 菌力

はEMと 同等 もしくは若干弱いが,胃 酸抵抗性に優れる

と同時に吸収が良好で,血 中濃度のピーク値はEMあ る

いはJMの5～6倍 である。また血中濃度半減期が他のマ

クロライド系抗生物質と比較して長く9,体 内で代謝を

受ける割合が少ないという特徴を持っている。他方,安

全性の面では急性 ・亜急性 ・慢性の毒性試験,一 般薬理

試験等の結果,特 に異常な作用は認められず,安 全性が

確認されている。我々は本剤の外科領域における基礎的,

臨床的検討を行った。

1.方 法

1.抗 菌力

外科病巣から分離されたS. aureus 10株 について,本

剤の抗菌力 をMIC- 2000シ ステムを用いたミクロブイヨ

ン希釈法により,106個/ml接 種 にてその最小発育阻止

濃度(以 下MIC)を 測定 し,対 照薬EM,JMお よび LCM

と比較検討 した。

2.臨 床使用成績

対象症例は20歳 から74歳(平 均38.9歳)ま での男性8例.

女性4例 の12例 であり,疾 患の内訳は痛4例,感 染性粉

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965
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瘤5例,〓 疽1例,蜂 巣炎1例,皮 下膿瘍1例 であった。

投与方法は1回150mg,1日2回 食前投与としたが,3

日間投与以下で来院しなかった3例(〓1例,感 染性粉

瘤2例)を 脱落 としたため,解 析対象症例は9例 となっ

た。投与日数は最短3日 より最長12日(平 均投与日数7.0

日)で あ り,総 投与量は0.9gよ り3.6g(平 均総投与量

2.05g)で あった(Table 1)。

臨床効果の判定は教室の判定基準によった。すなわち,

著効は本剤投与3日 で主要症状の2/3以 上が消失または

改善したもの,有 効とは投与5日 で主要症状の過半数が

消失または改善 したもの,や や有効とは投与7日 で主要

症状の過半数が消失または改善 したものとし,無 効とは

7日 以上投与 しても症状の改善しないもの,あ るいは症

状が悪化したものとした。

II.　結 果

1.　抗 菌 力

S.aureusに 対 す るRU 28965の 抗 菌 力 はMICピ ー ク

値 を0.78μg/mlに 有 し,JMお よ びLCMと ほ ぼ 同 等 を

示 し,EMよ り約4倍 不 良 のMICを 示 した。 ま た,100

μg/ml以 上 の 耐 性 株 が 半 数 の5株 に 認 め られ た。 こ の

耐 性 株 は他 の3剤 と同 様 の成 績 で あ った(Fig.2)。

2.　 臨 床使 用 成 績

〓3例,感 染性粉瘤3例,〓 疽1例,蜂 巣炎1例,皮

下膿瘍1例 に本剤を投与した。臨床効果は著効5例,有

効3例,や や有効1例 で,全 体としての有効率は88.9%

で あ った(Table 2)。 閉塞性動脈硬化症を基礎疾患とし

てもった〓疽が1例 認められたが,臨 床効祭は著効であ

った。他の基礎疾患を有 した症例はなく,良 好な臨床効

果を得た。疾患別では,蜂 巣炎症例でS.aureusが 起炎

菌として検出され,そ のMICは0.39μg/mlと 良好な感

受性を示 したにもかかわらず,や や有効の成績であった

が,他 の皮膚軟邸組織感染症に対 しては極めて良好な臨

床効果を得た。

解析症例9例 に細菌学的検査が施行され,10株 の病巣

分離菌を検出 した。単独菌感染8例 および複数菌感染1

例であった。感染病巣から分離された好気性グラム陽性

球菌は7株 で,S.aureusが5株,Staphylococcus spp.2

株であった。グラム陰性桿薗はSmarcescens,E.lentum

が各1株 分離され,嫌 気性菌はP.asaccharolyticus 1株 が

分離され,好 気性グラム陽性球菌の検出率が70.0%(7/

10株)で 多くを占めた。

細菌学的効果はMIC値 が100μg/ml以 上のS.aureus,

S.marcescensを 起炎菌として分離 した3例 を含め,全 例

消失で消失率は100%で あった(Table 3)。

自他覚的副作用 として,症 例No.7に 一過性の軽度下

Fig. 2 Susceptibility of S. aureus (10 strains)
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Table 2 Clinical effect of RU 28965

Table 3 Bacteriological effect of RU 28965

痢を認めたが,本剤縦与を続行しても以後は認められな

かった。

III.　考 察

S.aureusに 対 親 るRU 28965の 抗 菌 力 はMICピ ー ク

値を0.78μg/mlは 有 し,JMお よびLCMと ほぼ同等の

MICを 示 し,EMよ り約4倍 不良のMICを 示 した。ま

た,100μg/ml以 上 の耐性株が半数の5株 に認められた

が,感 受性菌に対してはEMよ り,や や悪いが,ほ ぼ同

等の抗菌力を示 した2)。さらに,胃 酸に比較的安定で,

吸収率がEMよ り高いうえ血中半減期が長 く,好 中球 と

の協力作用も0.1μg/ml以 下の濃度でEMよ り強 く3),

有効な臨床効果が期待できる。

皮膚軟部組織感染症か ら分離された細菌は,GPCが

7株(70%),GNBが2株(20%) ,嫌 気性菌は1株(10

%)で,好 気性グラム陽性球菌が多 く,本 剤の適応も充

分考えられた。また起炎菌の消失率 も100%で あ り,全

体の臨床効果は88.9%を 得 た。

以上,外 科領域においてRU 28965の 基礎的,臨 床的

検討を行い,本 剤の有用性と安全性が認められた。
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RU 28965 is a new macrolide antibiotic developed by the Roussel Uclaf Corporation in France. It is an oral antibiotic

which has antibacterial activity similar to that of erythromycin, together with a long half- life in blood and good absorp-

tion. We carried out basic and clinical studies on RU 28965 in the field of surgery and obtained the following results.

1. Antibacterial activity was measured for ten strains of S. aureus which were isolated from the surgically diseased

area. In comparison with erythromycin, josamycin and lincomycin, its antibacterial activity against S. aureus showed sen-

sitivity relatively similar to that of JM and LCM, while it was approximately a fourth as sensitive as EM.

2. Clinical results: the clinical efficacy and safety of RU 28965 were assessed in 9 cases of skin and soft tissue in-

fections: furuncle 3, infectious atheroma 3, felon 1, phlegmon 1 and subcutaneous abscess 1. Clinical results were: excel-

lent 5, good 3, and fair 1. The overall efficacy rate was 88.9%.

In the bacteriological test, 5 strains of S. aureus, 2 of Staphylococcus spp., 1 of S. marcescens and 1 of E. lentum were iso-

lated. One anaerobic strain was isolated: P. asaccharolyticus. The bacteriological effect was elimination in all cases, or

100% efficacy. As to subjective and objective adverse reactions, there was one case of transient light diarrhea.


